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パッシブハウス技術とは？ 

低エネルギー建築技術の一種 
（狭義） パッシブ・ソーラーハウス 
  太陽光を活用 
  動力換気不使用 

すでに住宅では商品化始まる 

（広義） パッシブハウス、ゼロエネルギーハウス 
  動力喚起利用 
  太陽電池なども活用 



実例 ミサワ
ホーム 



ロッキーマウンテン研究所 
米国アスペン近郊A. ロビンズ宅 

寒冷地での試み 



ドイツやオーストリアのパッシブハウス 

遮熱と合理的な換気 
 厚い壁 厚い多層ガラス（コーティング） 
 熱交換 
 
ダルムシュタットの個人住宅の事例 
 ９割省エネ 
 太陽電池活用（４ＫＷ） 
 



熱交換機 

ダルムシュタットの住宅の地下 



エネルギー消費削減の一つの要 
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我が国の分野別エネルギー利用（環境白書による） 

世帯あたり 



初期の低エネルギー建築研究・米の場合 

オイルショック（1973年） 

 政府予算等による省エネ研究投資 

政府系研究所で種々のコンセプト 

 太陽熱で暖房 

 太陽電池の利用 

 ヒートポンプ 

cf. 太陽熱給湯システム（本格化） 

米欧の動きは相互に独立らしい 
→用語の違い ゼロエネルギー、パッシブハウス 



米での衰退と潜在的成長（1982年頃から） 

原油価格の低下 

 普及のための予算削減 
 

コンピュータの高度化 

 シミュレーション技術の進歩（当初非線形） 

簡便化の可能性判明 

 米政府研究所 Dr. D. Balcombら 

 パソコンで現場で扱えること分かる 

  重要なパラメーター 

   ex. Solar Load Ratio 
  月単位の測定データで足りる 



欧州での低エネルギー建築研究 
スウェーデンでの建物の低エネルギー化 
 Prof. Bo Adamson (Lund大学) 
    1960年代から研究に着手 
 1975年 SBN75 熱貫流率半減 
 1979年 TMI事故 
 1984年 ELAK規格 さらに4割削減 
 
   
1974年 ドイツ・アーヘンでの実験 
 フィリップス実験住宅 
 通常の住宅やSBN75との比較 
 
建築家の無視・拒否 
  ‘Bad Design, Not Design’, NAZI! 



パッシブハウスの広まり 

ドイツの物理学者Dr. Wolfgang Feist 
 1986年 Adamsonのもとで研究着手 
  断熱・換気・快適性の評価 

  建設コストの最小化 

 1996年 Passivehaus Institut, Darmstadt 
建築家たちの抵抗 部分最適化！ 
オーストリアへの飛び火 

 エネルギー研究所 

 異種の人々の交流の場 

  国の未来の住宅 Haus der Zukunft 

2009年  EUダルムシュタットの基準採用 



良い技術＝自動的に普及？ 

阻害要因 
 

 経路依存性 Path Dependency 
  切り替えのコスト 
 技術の慣性 Technological Momentum (Hughes)  
   既得権益 
   会社、銀行、研究組織 
 技術のパラダイム Technological Paradigm (Dosi) 
  Design Framework of Engineers 





なぜ優れた技術がなかなか広まらなかったか？ 

技術上の問題 
 パッシブハウスは寒冷地の方が容易 
  太陽からのエネルギーで充分な熱が得られる 
   太陽光と断熱によるシステム 
   問題はエネルギーが余ること→換気 
 比較的温暖な地域では冷房が問題となる 
  夜間の放熱による対応 
  太陽電池の電力などを活用した冷房 
  

問題点はそれだけか？  技術の発達史への着目 



ダルムシュタットの集合住宅 

外観と個人の住居 



ほぼ換気のみで温度一定に 

外部と内部から見た換気口 



日本のパッシブハウス 
OMソーラー資料より 

冬 夏 
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